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0
年
の
白
井
鐵
造
に
よ
る
『
パ
リ
ゼ
ッ
ト
』
上
演
以
降
、
宝
塚
に
は
レ
ヴ
ユ
ー

が
定
着
し
、
戦
前
に
お
け
る
そ
の
黄
金
時
代
を
迎
え
た
。
岸
田
や
白
井
は
フ
ラ

ン
ス
に
留
学
し
て
お
り
、
自
然
彼
ら
の
レ
ヴ
ユ
ー
は
フ
ラ
ン
ス
か
ら
導
入
さ
れ
、

一
九
二
七
年
の
岸
田
辰
禰
に
よ
る

『
モ
ン
・
パ
リ
』
、
そ
れ
に
続
く
一
九

お
け
る
中
国
及
び
日
本
表
象
を
考
察
す
る
。

た
『
黎
明
』
も
ま
た
、
中
国
を
舞
台
と
す
る
レ
ハ
ー
ル
作
曲
の
オ
ペ
レ
ッ
タ

九
三

0
年
代
宝
塚
少
女
歌
劇
に
お
け
る
ア
ジ
ア
表
象
と
そ
の
変
化

-
．
『
微
笑
み
の
国
』
か
ら
『
黎
明
』
へ

ー
東
洋
趣
味
の
宝
塚
へ
の
移
入
ー

二
．
『
モ
オ
ン
・
プ
ル
ウ
メ
ン
』

ー
エ
キ
ゾ
テ
ィ
シ
ズ
ム
の
対
象
と
し
て
の
日
本
ー

―
―
-
．
『
ア
ラ
ビ
ヤ
の
王
子
』

ー
ニ
度
目
の
改
作
と
時
局
ー

{
l
)
 

本
論
は
日
中
戦
争
開
戦
の
年
で
あ
る
一
九
三
七
年
に
上
演
さ
れ
た

そ
し
て
一
九
三
五
年
上
演
の

堀
正
旗
「
黎
明
」

『
黎
明
』
、

の
宝
塚
少
女
歌
劇
団
（
以
下
、
特
別
な
事
例
を
除
き
「
宝
塚
」
と
称
す
）
の
作
品
に

「
日
本
化
」
「
宝
塚
化
」
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
当
初
の
『
モ
ン
・
パ
リ
』
『
パ

リ
ゼ
ッ
ト
』
は
諸
国
巡
り
と
い
う
レ
ヴ
ュ
ー
の
王
道
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
っ

た
が
、
白
井
の
そ
の
後
の
レ
ヴ
ュ
ー
作
品
は
フ
ラ
ン
ス
を
舞
台
と
す
る
も
の
も

少
な
く
な
く
、
そ
れ
ら
の
作
品
は
当
時
の
日
本
人
に
フ
ラ
ン
ス
ヘ
の
憧
れ
を
喚

起
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
白
井
の
レ
ヴ
ュ
ー
作
品
か
ら
は
当
時
の

日
本
人
、
と
り
わ
け
宝
塚
の
観
客
に
と
っ
て
の
フ
ラ
ン
ス
観
を
窺
い
知
る
資
料

レ
ヴ
ュ
ー
を
導
入
す
る
と
同
時
に
、
宝
塚
で
は
西
洋
の
オ
ペ
ラ
や
オ
ペ
レ
ッ

タ
の
導
入
も
積
極
的
に
行
わ
れ
た
。
そ
の
中
に
は
同
時
代
に
欧
米
で
流
行
し
て

さ
れ
て
お
り
、
宝
塚
に
本
格
的
に
レ
ヴ
ュ
ー
を
定
着
さ
せ
た
白
井
鐵
造
も
一
九

三
四
年
に
『
ト
ゥ
ー
ラ
ン
ド
ッ
ト
」
を
『
ト
ウ
ラ
ン
ド
ッ
ト
姫
』
と
題
し
て
上

(
2
)
 

演
し
て
い
る
。
本
論
で
取
り
扱
う
、
堀
正
旗
に
よ
り
一
九
三
七
年
に
上
演
さ
れ

い
た
東
洋
趣
味
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
た
、

『
モ
オ
ン
・
プ
ル
ウ
メ
ン
』
を
通
し
て
、
同
時
期

結
論

と
し
て
用
い
る
こ
と
も
可
能
と
い
え
よ
う
。

『
モ
オ
ン
・
ブ
ル
ウ
メ
ン
」
を
例
に
I

松

ア
ジ
ア
を
舞
台
と
す
る
作
品
も
上
演

本

俊

樹
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『
微
笑
み
の
国
』
は
『
黎
明
』

増
加
す
る
。
堀
正
旗
の
『
黎
明
』
は
そ
の
一
九
三
七
年
七
月
に
上
演
さ
れ
た
も

宝
塚
も
そ
の
例
外
で
は
な
か
っ
た
。

一
九
三
七
年
七
月
に
慮
溝
橋
事
件
が
発
生

『
微
笑
み
の
国
』
を
元
に
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
作
品
の
一
例
と
見

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

ド
イ
ツ
に
留
学
、
宝
塚
に
戻
っ
て
か
ら
は
ヨ
ハ
ン
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
作
曲
の
オ

レ
ッ
タ
作
品
を
宝
塚
に
複
数
導
入
し
よ
う
と
し
て
お
り
、
『
黎
明
』
も
そ
の
一

つ
で
あ
る
。

ペ
レ
ッ
タ

『
こ
う
も
り
』
を
上
演
し
よ
う
と
す
る
な
ど
、
ド
イ
ツ
語
圏
の
オ
ペ

フ
ラ
ン
ス
ヘ
留
学
し
た
岸
田
や
白
井
と
異
な
り
、
堀
は

一
九
三

0
年
代
は
宝
塚
が
黄
金
期
を
迎
え
る
一
方
、

日
本
が
戦
時
体
制
に
向

け
て
突
き
進
む
時
期
で
あ
っ
た
。
全
体
主
義
や
戦
時
体
制
が
進
行
す
る
日
本
に

お
い
て
、
世
間
の
動
き
に
敏
感
な
大
衆
娯
楽
は
そ
の
動
き
に
歩
調
を
合
わ
せ
、

し
、
日
中
戦
争
が
本
格
化
す
る
と
、
宝
塚
で
も
国
策
に
準
じ
た
「
時
局
物
」
が

の
で
あ
る
。
宝
塚
、
そ
し
て
日
本
に
と
っ
て
転
換
期
と
な
っ
た
こ
の
時
期
、
堀

や
宝
塚
は
西
洋
由
来
の
中
国
表
象
を
ど
の
よ
う
に
受
容
し
、
消
化
し
た
の
か
。

本
論
で
は
そ
れ
以
前
の
宝
塚
に
お
け
る
ア
ジ
ア
観
、
と
り
わ
け
同
じ
堀
正
旗
に

よ
る
オ
ペ
レ
ッ
タ
作
品
『
モ
オ
ン
・
プ
ル
ウ
メ
ン
』

検
討
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
と
『
黎
明
』
に
お
け
る
中
国
表
象
の
比
較
検
証

を
行
う
。
ま
た
、
『
黎
明
』

の
原
作
と
な
っ
た

で
描
か
れ
た
日
本
表
象
を

上
演
翌
年
の
一
九
三
八
年
一

0
月
に
東
宝
系
の
劇
場
で
あ
る
有
楽
座
に
お
い
て

藤
原
義
江
に
よ
り
日
本
初
演
が
行
わ
れ
て
い
る
。
同
公
演
と
の
比
較
も
行
う
。

り
や
、

ス
ー
チ
ョ
ン
の
伯
父
、

一
方
、
ウ
ィ
ー
ン
か
ら

チ
ャ
ン
の
仕
打
ち
に
苦
し
む
が
、
進
歩
的
な

リ
ー
ザ
も
中
国
に
渡
る
。
（
第
一
幕
）

ー
ダ
の
脚
本
に
よ
る
同
作
は
、

一
九
三
七
年
七
月
一
日
か
ら
三
一
日
に
か
け
て
、
宝
塚
大
劇
場
月
組
公
演
に

お
い
て
『
黎
明
』
は
上
演
さ
れ
た
。
堀
正
旗
作
、
演
出
に
よ
る
こ
の
作
品
は
、

先
述
の
通
り
、

た
。
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
ヘ
ル
ツ
ァ
ー
の
原
作
、

一
九
二
九
年
一

0
月
一

0
日
に
ベ
ル
リ
ン
の
メ

(
3
)
 

ト
ロ
ポ
ー
ル
劇
場
で
初
演
さ
れ
た
。
以
下
に
そ
の
内
容
を
示
す
。

ウ
ィ
ー
ン
の
リ
ヒ
テ
ン
フ
ェ
ル
ス
伯
爵
令
嬢
の
リ
ー
ザ
は
乗
馬
大
会
で
優

勝
し
、
伯
爵
邸
で
は
記
念
の
パ
ー
テ
ィ
ー
が
行
わ
れ
て
い
る
。
幼
馴
染
の
グ

ス
タ
フ
は
彼
女
に
結
婚
を
申
し
込
む
が
、
リ
ー
ザ
は
中
国
の
外
交
官
で
王
子

で
も
あ
る
ス
ー
チ
ョ
ン
殿
下
に
恋
し
て
い
る
。
常
に
微
笑
み
を
浮
か
べ
る
だ

け
で
感
情
を
外
に
出
さ
な
い
、

チ
ョ
ン
に
リ
ー
ザ
は
心
奪
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

急
遠
首
相
に
な
る
こ
と
と
な
り
、
帰
国
す
る
こ
と
が
決
ま
る
。
別
れ
の
間
際
、

互
い
の
思
い
を
告
白
し
た
リ
ー
ザ
と
ス
ー
チ
ョ
ン
は
結
婚
す
る
こ
と
と
な
り
、

北
京
、

レ
ハ
ー
ル
作
曲
の
喜
歌
劇
『
微
笑
み
の
国
』
を
原
作
と
し
て
い

フ
リ
ッ
ツ
・
レ
ー
ナ
ー
11

ベ

エ
キ
ゾ
テ
ィ
ッ
ク
で
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
ス
ー

ス
ー
チ
ョ
ン
は
中
国
で

ス
ー
チ
ョ
ン
殿
下
の
宮
殿
。
リ
ー
ザ
は
慣
れ
な
い
中
国
の
し
き
た

性
格
の
ス
ー
チ
ョ
ン
の
妹
、
ミ
ー
と
仲
良
く
な
る
。

『
微
笑
み
の
国
』
か
ら
『
黎
明
』

ー
東
洋
趣
味
の
宝
塚
へ
の
移
入
ー
ヘ
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北
京
の
大
使
館
に
グ
ス
タ
フ
が
赴
任
し
、
ミ
ー
と
意
気
投
合
す
る
。

ス
ー
チ
ョ
ン
は
中
国
の
し
き
た
り
に
従
い
、
リ
ー
ザ
以
外
の

4
人
の
女
性
と

結
婚
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
る
。
リ
ー
ザ
に
対
し
て
ス
ー
チ
ョ
ン
は
形
式
的

な
結
婚
と
弁
明
す
る
が
、
裏
切
ら
れ
た
と
思
っ
た
リ
ー
ザ
は
宮
殿
か
ら
脱
走

し
よ
う
と
し
、

さ
せ
、

ス
ー
チ
ョ
ン
に
よ
り
後
宮
に
閉
じ
込
め
ら
れ
る
。
（
第
二
幕
）

リ
ー
ザ
は
も
は
や
ス
ー
チ
ョ
ン
の
こ
と
を
信
じ
ら
れ
ず
、
ミ
ー
の
説
得
に

も
耳
を
貸
さ
な
い
。
ミ
ー
は
グ
ス
タ
フ
に
頼
み
、
リ
ー
ザ
を
後
宮
か
ら
脱
出

ウ
ィ
ー
ン
ヘ
帰
そ
う
と
す
る
。
手
は
ず
を
整
え
る
間
、
お
互
い
の
愛

を
確
信
す
る
ミ
ー
と
グ
ス
タ
フ
。
準
備
が
済
み
、
逃
亡
し
よ
う
と
す
る
そ
の

時
、
リ
ー
ザ
は
ス
ー
チ
ョ
ン
に
見
つ
か
り
捕
え
ら
れ
る
。
ス
ー
チ
ョ
ン
は
北

京
に
残
る
よ
う
頼
む
が
、
リ
ー
ザ
は
も
う
我
慢
で
き
な
い
。

ス
ー
チ
ョ
ン
は

グ
ス
タ
フ
に
リ
ー
ザ
を
ウ
ィ
ー
ン
に
連
れ
て
帰
る
よ
う
頼
み
、
悲
し
み
に
暮

れ
る
ミ
ー
と
共
に
微
笑
み
な
が
ら
悲
し
み
を
こ
ら
え
る
。
（
第
三
幕
）

西
洋
人
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
）
女
性
と
東
洋
人
（
中
国
人
）
男
性
が
恋
に
落
ち
、

結
婚
し
て
中
国
に
移
り
住
む
も
、
文
化
や
価
値
観
の
違
い
か
ら
引
き
離
さ
れ
る

と
い
う
こ
の
物
語
が
、
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
東
洋
趣
味
を
色
濃
く
反

映
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
結
婚
を
破
綻
さ
せ
る
原
因

と
も
な
る
厳
密
な
意
味
で
の
一
夫
多
妻
制
は
当
時
の
中
国
に
は
存
在
せ
ず
、
そ

れ
以
外
に
も
本
作
中
の
中
国
表
象
は
偏
見
と
誤
解
を
多
分
に
含
ん
だ
も
の
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
悲
し
み
に
く
れ
な
が
ら
も
感
情
を
押
し
殺
し
て
微
笑
む
ス

ー
チ
ョ
ン
の
描
写
、
そ
し
て
そ
れ
に
由
来
す
る
『
微
笑
み
の
国
』
と
い
う
タ
イ

一
方
、

よ
う
に
な
る
。

一
方
、
ソ
オ
チ
ョ
ン
は
四
人
の
中
国
の
娘
と
結
婚
す
る
こ
と

一
方
、
北
京
に
グ
ス
タ
ア
ヴ
も
や
っ
て
来
る
が
、

北
京
の
宮
廷
で
は
、

第
九
場
）

ソ
オ
チ
ョ
ン
の
伯
父
の
チ
ャ
ン
が
実
権
を
握
っ
て
お

と
に
不
満
で
、
そ
し
て
結
婚
を
申
し
込
む
が
断
ら
れ
る
。

ト
ル
は
こ
の
作
品
の
東
洋
趣
味
を
色
濃
く
反
映
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

年
七
月
の
月
組
宝
塚
大
劇
場
公
演
で
上
演
さ
れ
た
こ
の
作
品
は
、
後
述
す
る
藤

原
義
江
に
よ
る
『
微
笑
み
の
国
』
日
本
初
演
に
先
行
す
る
も
の
で
あ
る
。
以
下

(
4
)
 

の
内
容
を
示
す
。

に
「
黎
明
』

一
九
三
七

リ
ヒ
テ
ン
フ
ェ
ル
ス
伯
爵
邸
で
は
令
嬢
リ
ザ
の
乗
馬
大
会
で
の
優
勝
を
祝

し
て
夜
会
が
行
わ
れ
る
。
リ
ザ
は
中
国
の
王
子
ソ
オ
チ
ョ
ン
に
心
惹
か
れ
て

お
り
、
仏
像
を
贈
ら
れ
喜
ぶ
。
幼
馴
染
の
海
軍
士
官
グ
ス
タ
ア
ヴ
は
そ
の
こ

一
方
、

ソ
オ
チ
ョ

ン
の
元
に
は
母
国
か
ら
大
総
統
に
就
任
す
る
よ
う
求
め
る
電
報
が
届
き
、
急

遠
帰
国
す
る
こ
と
が
決
ま
る
。
リ
ザ
は
思
わ
ず
ソ
オ
チ
ョ
ン
に
自
分
を
北
京

に
連
れ
て
行
っ
て
ほ
し
い
と
言
っ
て
し
ま
い
、
二
人
で
旅
立
つ
。
（
第
一
場
1

り
、
彼
は
リ
ザ
の
こ
と
を
望
ま
し
く
思
っ
て
い
な
い
。
リ
ザ
は
北
京
に
来
て

か
ら
一
人
の
こ
と
も
多
く
淋
し
い
思
い
を
し
て
い
る
が
、

の
ミ
イ
と
仲
良
く
な
る
。

ソ
オ
チ
ョ
ン
の
妹

彼
は
ミ
イ
を
憎
か
ら
ず
思
う
よ
う
に
な
り
、
ミ
イ
も
グ
ス
タ
ア
ヴ
を
愛
す
る

を
命
じ
ら
れ
る
。

ソ
オ
チ
ョ
ン
は
形
式
的
な
結
婚
と
話
す
が
、
リ
ザ
は
納
得

せ
ず
、
逃
げ
去
ろ
う
と
す
る
が
、

ソ
オ
チ
ョ
ン
に
よ
っ
て
部
屋
に
閉
じ
込
め

堀
は
こ
の
「
微
笑
み
の
国
』
を
一
幕
物
に
改
作
し
て
上
演
し
た
。
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一
九
三
七
年
七
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
作
品
紹
介
に
は
、

円
で
幕
を
閉
じ
る
。
（
第
十
六
場
1
第
二
十
場
）

ら
れ
て
し
ま
う
。
（
第
十
場
1
第
十
五
場
）

閉
じ
込
め
ら
れ
た
部
屋
で
ミ
イ
は
リ
ザ
に
兄
と
和
解
す
る
よ
う
説
得
す
る

が
、
リ
ザ
は
耳
を
貸
さ
な
い
。
そ
こ
ヘ
グ
ス
タ
ア
ヴ
が
や
っ
て
来
て
、
脱
出

の
手
筈
が
整
っ
て
い
る
こ
と
を
話
す
。
リ
ザ
が
準
備
を
す
る
間
、
ミ
イ
と
グ

ス
タ
ア
ヴ
は
互
い
の
愛
を
確
認
し
合
う
。
準
備
が
済
ん
で
リ
ザ
達
が
逃
げ
出

そ
う
と
す
る
そ
の
時
、

ソ
オ
チ
ョ
ン
が
現
れ
る
。
リ
ザ
は
ソ
オ
チ
ョ
ン
の
こ

と
を
愛
し
て
い
る
が
、
も
う
こ
こ
に
は
い
ら
れ
な
い
と
話
し
、

ソ
オ
チ
ョ
ン

は
リ
ザ
を
グ
ス
タ
ア
ヴ
に
託
そ
う
と
す
る
。
し
か
し
、
そ
こ
で
リ
ザ
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
な
ら
自
分
た
ち
を
縛
る
も
の
は
な
い
と
語
る
。

ソ
オ
チ
ョ
ン
も
ま
た
、

す
べ
て
を
棄
て
て
二
人
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ヘ
旅
立
と
う
と
同
意
す
る
。
大
総
統

位
は
チ
ャ
ン
が
継
承
す
る
こ
と
に
な
り
、
二
人
は
無
事
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
旅
立

つ
。
そ
し
て
、
グ
ス
タ
ア
ヴ
と
ミ
イ
も
共
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
旅
立
ち
、
大
団

『
微
笑
み
の
国
』
を
『
黎
明
』
に
改
作
す
る
に
当
た
り
、
堀
は
細
か
い
も
の
も

含
め
る
と
か
な
り
の
部
分
に
変
更
を
加
え
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
も
最
も
大
き

な
変
更
点
は
そ
の
結
末
で
あ
る
。
『
微
笑
み
の
国
』

ロ
ッ
パ
に
戻
る
こ
と
を
提
案
し
、

捨
て
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ヘ
向
か
う
。
『
微
笑
み
の
国
』

旅
立
つ
。
な
お
、
『
歌
劇
』

で
は
主
人
公
一
一
人
の
関
係

が
決
裂
す
る
と
い
う
結
末
を
迎
え
る
一
方
、
『
黎
明
」

で
は
リ
ザ
が
共
に
ヨ
ー

ソ
オ
チ
ョ
ン
も
そ
れ
に
同
意
し
て
、
全
て
を

で
は
結
ば
れ
る
こ
と
の
な

か
っ
た
ミ
ー
と
グ
ス
タ
フ
（
ミ
イ
と
グ
ス
タ
ア
ヴ
）
も
結
ば
れ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ

ソ
オ
チ
ョ
ン
「
さ
う
だ
、
私
は
全
て
を
棄
て
、
も
う
一
度
欧
羅
巴
へ
行
か

リ
ザ
リ
ザ

で
す
」

縛
す
る
古
い
因
習
も
伝
統
も
あ
り
ま
せ
ん
。
絶
対
に
自
由

「
欧
羅
巴
へ
！
私
の
故
郷
へ
！
あ
そ
こ
に
は
二
人
の
愛
を
束

「
ソ
オ
チ
ョ
ン
、

で
は
私
と
一
緒
に
行
き
ま
せ
う
」

場
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

習
慣
よ
り
も
強
力
な
己
を
示
す
の
で
あ
ら
う
か
。
七
月
大
劇
場
月
組
の
大

(
5
)
 

レ
ヴ
ュ
ウ
『
黎
明
』
は
両
洋
に
跨
る
堀
先
生
の
野
心
的
な
大
作
で
あ
る
。

と
あ
り
、
こ
の
作
品
が
『
微
笑
み
の
国
』
同
様
東
西
の
文
化
の
隔
た
り
に
重
き

を
置
い
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
少
女
歌
劇
に
相
応
し
く
「
愛
」
と
王
位
や
慣
習

と
の
対
立
と
い
う
軸
を
明
確
に
示
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
結
論
か
ら
言

え
ば
、
『
微
笑
み
の
国
』

で
乗
り
越
え
ら
れ
な
か
っ
た
東
西
の
隔
た
り
は
、
『
黎

明
』
に
お
い
て
二
人
の
「
愛
」
に
よ
り
乗
り
越
え
ら
れ
、
ま
た
、
「
愛
」
は
王

一
見
す
れ
ば
、
『
微
笑
み
の
国
』
よ
り
「
進
歩
的
」
な
ソ
オ
チ
ョ
ン
に
よ
り
、

東
西
の
文
化
対
立
を
超
克
し
た
か
に
見
え
る
『
黎
明
』

ソ
オ
チ
ョ
ン
「
何
処
へ
？
」

で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は

西
洋
中
心
的
な
視
点
が
介
在
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
以
下
は
第
十
八

位
と
い
う
世
俗
的
権
威
や
慣
習
を
超
克
し
た
の
で
あ
っ
た
。

す
る
魂
の
結
合
を
氾
む
の
で
あ
ら
う
か
、
或
は
品
《
ク
は
王
位
よ
り
も
、

東
洋
と
西
洋
と
の
文
化
と
伝
統
の
距
り
（
マ
マ
）
は
、
矢
張
り
二
人
の
愛
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望
み
も
な
け
れ
ば
生
き
る
あ
て
も
な
い

堀
は
続
け
て
以
下
の
よ
う
に
語
る
。

リ
ザ
が
共
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ヘ
旅
立
と
う
と
ソ
オ
チ
ョ
ン
に
説
得
す
る
場
面
で
あ

る
。
こ
こ
で
リ
ザ
は
自
ら
の
故
郷
、

統
も
」
な
い
と
語
っ
て
い
る
。
当
然
そ
の
対
比
と
な
る
の
は
「
古
い
因
習
」
や

「
伝
統
」
の
残
る
中
国
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

東
西
文
化
の
差
異
の
克
服
は
、
視
点
を
変
え
る
と
西
洋
的
価
値
観
に
回
帰
し
て

ウ
ィ
ー
ン
に
戻
る
と
い
う
西
洋
の
優
位
性
が
依
然
と
し
て
存
在
し
て
お
り
、
東

西
の
文
化
対
立
は
乗
り
越
え
ら
れ
な
い
対
等
の
関
係
か
ら
西
洋
へ
の
回
帰
に
よ

り
克
服
さ
れ
る
こ
と
で
、
む
し
ろ
西
洋
の
優
位
性
が
強
化
さ
れ
て
い
る
と
見
る

こ
と
も
で
き
よ
う
。

メ
ー
ジ
や
認
識
は
、
堀
に
限
っ
た
話
で
は
な
く
、

う
。
そ
し
て
二
人
の
幸
福
な
生
活
を
続
け
る
ん
だ
、

-6) 

ザー・」

(18
場）

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
対
し
て
「
古
い
因
習
も
伝

ソ
オ
チ
ョ
ン
と
リ
ザ
に
よ
る

そ
も
そ
も
、
『
黎
明
」
は
『
微
笑
み
の
国
j

に
見
ら
れ
る
一
夫
多
妻
制
な
ど
、

中
国
表
象
に
つ
い
て
も
誤
っ
た
中
国
観
が
そ
の
ま
ま
使
用
さ
れ
て
い
る
。

チ
ア
、
チ
イ
、
チ
イ
、
チ
ュ
、
チ
ア
、
チ
ュ
、
チ
ュ
j

合
唱
『
チ
ア
、
チ
イ
、
チ
イ
、
チ
ュ
、
チ
ア
、
チ
ュ
、
チ
ュ
』

ミ
イ
『
一
日
家
で
、
洗
濯
、
炊
事

チ
ア
、
チ
イ
、
チ
イ
、
チ
ュ
、
チ
ア
、
チ
ュ
、
チ
ュ
』
(
7
)
 

合
唱
『
チ
ア
、
チ
イ
、
チ
イ
、
チ
ュ
、
チ
ア
、
チ
ュ
、
チ
ュ
』

ミ
イ
『
支
那
の
乙
女
は
昔
の
ま
ま
に
手
足
の
見
え
な
い
長
い
服
を
着
る

と
し
て
次
の
オ
ペ
レ
ッ
タ
・
ナ
ン
バ
ー
を
挙
げ
た
い
。

一
例 リ

こ
の
作
品
に
対
し
て
、
堀
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

こ
の
ナ
ン
バ
ー
は

"Im
Salon 
zur b
l
a
u
e
n
 P
a
g
o
d
e
"
と
い
う
『
微
笑
み
の

国
』
の
楽
曲
を
ほ
ぽ
踏
襲
し
て
い
る
。
ス
ー
チ
ョ
ン
の
妹
ミ
ー
が
伯
父
チ
ャ
ン

に
西
洋
風
の
服
を
着
て
い
る
こ
と
を
咎
め
ら
れ
た
後
に
歌
う
歌
で
、
『
黎
明
』

で
も
同
様
の
場
面
で
ミ
イ
が
歌
っ
て
い
る
。
「
チ
ア
、

チ
ア
、
チ
ュ
、
チ
ュ
」
と
実
際
の
中
国
語
で
は
な
い
言
葉
を
繰
り
返
す
歌
詞
は

「
微
笑
み
の
国
」

で
既
に
存
在
し
て
お
り
、

を
求
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
『
黎
明
』

る
の
で
あ
る
。

チ
イ
、

チ
イ
、

チ
ュ
、

ア
ジ
ア
ら
し
さ
を
強
調
す
る
効
果

で
も
同
じ
表
象
が
繰
り
返
さ
れ
て
い

「
マ
グ
ノ
リ
ア
」
の
や
う
な
モ
ダ
ニ
テ
ィ
に
満
ち
た
作
品
の
後
で
、
こ
の

「
黎
明
」
は
泥
臭
い
感
じ
が
し
や
し
な
い
か
と
案
じ
て
ゐ
ま
す
。
何
し
ろ

後
半
の
舞
台
を
支
那
に
と
つ
て
居
り
ま
す
か
ら
。
支
那
と
ア
メ
リ
カ
と
で

(8) 

は
そ
の
明
朗
さ
か
ら
言
っ
て
も
到
底
太
刀
打
ち
は
出
来
ま
せ
ん
。

堀
は
ア
メ
リ
カ
と
比
べ
て
中
国
が
「
泥
臭
い
」
「
明
朗
」
で
な
い
と
語
る
。
「
到

底
太
刀
打
ち
は
出
来
ま
せ
ん
」
と
い
う
断
言
ぶ
り
か
ら
見
て
も
、
近
代
性
に
満

ち
、
明
朗
な
ア
メ
リ
カ
（
西
洋
）
に
対
し
て
泥
臭
い
中
国
（
東
洋
）
と
い
う
イ

一
般
論
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
前
略
）
支
那
ら
し
く
や
ら
う
と
す
る
と
ど
う
し
て
も
色
彩
が
絢
爛
な
も
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一
九
二
九
年
の
『
微
笑
み
の
国
』
ベ
ル
リ
ン

堀
は
『
黎
明
』
に
お
け
る
中
国
の
衣
装
等
を
「
わ
ざ
と
渋
く
」
「
幻
想
的
」
そ

き
上
げ
て
下
さ
い
ま
し
た
。
こ
れ
も
け
ば
け
ば
し
い
色
彩
の
支
那
服
で
は

ら
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
袴
田
麻
佑
子
の
「
「
レ
ビ
ュ
ー
」
の
変
遷

い
て
は
エ
キ
ゾ
テ
ィ
ッ
ク
な
「
他
者
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

シ
ズ
ム
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
す
る
も
の
で
、
そ
れ
を
消
化
し
た
り
否
定
し
た
り
し

内
容
の
観
点
か
ら
見
る
と
、
『
黎
明
』
は

で
も
や
は
り
同
様
の
衣
装
を
用
い
て
い
る
。

一
方
、
並
木
は
「
今
度
の
支
那
の

的
な
絢
爛
豪
華
な
衣
装
を
採
用
し
た
ほ
か
、
戦
後
一
九
五
一
年
の

年
の
白
井
鐵
造
に
よ
る
『
ト
ウ
ラ
ン
ド
ッ
ト
姫
』
に
お
い
て
も
ス
テ
ロ
タ
イ
プ

衣
裳
は
新
進
の
中
島
明
氏
、
連
日
鉢
巻
姿
で
せ
つ
せ
と
デ
ザ
イ
ン
を
描

那
に
な
っ
て
か
ら
は
わ
ざ
と
渋
く
行
っ
て
貰
ふ
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。

な
<
|
嘘
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
幻
想
的
な
灌
洒
な
支
那
服
を
考
案
し
て

下
さ
る
や
う
に
お
願
ひ
し
た
ん
で
す
。
あ
ん
な
支
那
服
が
あ
る
も
ん
か
、

と
お
叱
り
を
受
け
る
や
う
で
し
た
ら
、
そ
の
責
任
は
私
が
負
は
な
け
れ
ば

{
9
)
 

な
り
ま
せ
ん
。

し
て
「
灌
洒
」
に
し
た
と
語
る
。

[10} 

初
演
時
の
衣
装
や
一
九
三

0
年
に
ド
イ
ツ
で
製
作
さ
れ
た
同
作
の
映
画
版
と
比

C11) 

の
舞
台
写
真
に
見
ら
れ
る
衣
装
は
シ
ン
プ
ル
な
デ
ザ
イ
ン

べ
る
と
、
『
黎
明
』

の
も
の
が
多
い
。

つ
ま
り
、
絢
爛
で
派
手
、
近
代
的
で
な
い
と
い
っ
た
中
国
像

は
西
洋
と
日
本
で
共
有
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
西
洋
か
ら
由
来
し
た
可
能
性
が

高
い
。
堀
は
「
明
朗
」
で
な
い
、
「
泥
臭
い
」
と
い
っ
た
ス
テ
ロ
タ
イ
プ
の
オ

リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
的
中
国
観
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
同
時

に
舞
台
表
象
と
し
て
は
こ
の
ス
テ
ロ
タ
イ
プ
か
ら
脱
却
し
よ
う
と
し
て
い
た
と

言
え
よ
う
。

『
黎
明
』
の
批
評
は
『
宝
塚
少
女
歌
劇
脚
本
集
』

512) 

秋
評
論
」
に
お
い
て
多
く
見
ら
れ
る
。
「
並
木
ユ
リ
」
は
「
支
那
服
は
宝
塚
の
(13) 

舞
台
に
珍
ら
し
く
、
小
夜
の
純
白
の
も
の
を
始
め
、
清
楚
な
も
の
が
多
か
っ
た
」

一
九
三
七
年
八
月
号
の
「
春

の
に
な
っ
て
、
登
場
人
物
が
吸
ひ
込
ま
れ
て
ゆ
く
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
支

と
記
し
て
お
り
、
堀
が
語
っ
た
通
り
、
「
滴
洒
」
な
「
支
那
服
」
が
実
現
し
て

い
た
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
表
象
が
「
宝
塚
の
舞
台
で
は
珍
ら
し
」
か

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
実
際
、
宝
塚
に
登
場
す
る
中
国
服
は
、

一
九
三
四

『
虞
美
人
』

庭
園
は
其
の
意
味
で
見
て
ゐ
て
、
其
の
ア
ク
ド
サ
に
「
ら
し
さ
」
が
あ
る
と
思

ひ
、
か
へ
つ
て
面
白
か
っ
た
」
と
記
し
、
「
ア
ク
ド
サ
」
に
中
国
「
ら
し
さ
」

を
感
じ
た
事
を
示
し
て
い
る
。
「
加
藤
伸
三
」
は
「
耳
に
き
つ
く
響
く
銅
鋼
入

り
の
支
那
音
楽
と
、
チ
ャ
チ
イ
と
わ
け
の
分
ら
ぬ
唄
（
曲
は
良
か
っ
た
）
と
で

支
那
だ
な
と
感
じ
た
」
と
書
い
て
お
り
、
ミ
イ
の
歌
う
「
チ
ア
、
チ
イ
、
チ
イ
、

チ
ュ
、
チ
ア
、
チ
ュ
、
チ
ュ
」
に
中
国
ら
し
さ
を
感
じ
た
事
を
示
し
て
い
る
。
「
ア

ク
ド
サ
」
に
中
国
ら
し
さ
を
感
じ
て
い
た
並
木
同
様
、
彼
も
ま
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
作
ら
れ
た
中
国
表
象
に
中
国
ら
し
さ
を
感
じ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

『
微
笑
み
の
国
』

の
結
末
を
変
更

す
る
こ
と
で
図
ら
ず
も
西
洋
の
優
位
性
を
強
化
し
て
し
ま
っ
た
面
は
否
定
で
き

な
い
。
ま
た
、
繰
り
返
す
が
そ
の
中
国
表
象
は
西
洋
で
作
ら
れ
た
エ
キ
ゾ
テ
ィ

た
様
子
が
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。
中
国
を
含
む
ア
ジ
ア
は
、
当
時
の
宝
塚
に
お

ア
ジ
ア
を
エ
キ
ゾ
テ
ィ
ッ
ク
な
他
者
と
し
て
描
く
こ
と
は
宝
塚
で
は
従
来
か
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(15) 

岸
田
辰
禰
か
ら
白
井
鐵
造
へ
」
で
は
、
宝
塚
、
と
り
わ
け
そ
の
黄
金
期
を
築
い

た
白
井
鐵
造
と
彼
の
一
九
三

0
年
代
の
レ
ビ
ュ
ー
作
品
、
そ
し
て
彼
の
作
品
の

信
奉
者
た
ち
が
自
ら
を
西
洋
文
化
圏
と
陶
酔
的
に
自
己
同
一
化
し
、
日
本
を
含

む
ア
ジ
ア
を
「
異
文
化
」
と
し
て
見
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
西
洋
と
自
己

同
一
化
し
た
宝
塚
及
び
そ
の
観
客
は
、

宝
塚
の
エ
キ
ゾ
テ
ィ
シ
ズ
ム
に
満
ち
た
眼
差
し
は
、
中
国
だ
け
に
向
け
ら
れ

た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
非
欧
米
国
で
あ
る
自
国
日
本
に
対
し
て
も
同
様
の
眼

差
し
を
向
け
て
い
た
こ
と
は
、
先
述
の
袴
田
論
の
通
り
で
あ
る
。
実
際
、

『
黎
明
』

の
類
似
事
例
と
し
て
、

ペ
レ
ッ
タ
で
あ
る

に
上
演
さ
れ
た

『
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
と
軽
騎
兵
』

の
一
幕
は
東
京
を
舞
台
に
展

『
モ
オ
ン
・
プ
ル
ウ
メ
ン
』
が
挙
げ
ら
れ
る
。
『
黎
明
』
同
様
、

国
表
象
を
考
え
る
参
考
と
し
て
示
し
た
い
。

て
い
た
の
で
あ
る
。

ア
ジ
ア
を
垢
抜
け
な
い
も
の
と
し
て
見

ー
エ
キ
ゾ
テ
ィ
シ
ズ
ム
の
対
象
と
し
て
の
日
本
ー

や
や
時
代
を
遡
る
も
の
の
、

『
モ
オ
ン
・
ブ
ル
ウ
メ
ン
」

日
本
、

と
り
わ
け
同
時
代
の
日
本
を
宝
塚
は
ど
う
描
い
て
い
た
の
か
。
こ
の
時
期
の
中

一
九
三
五
年

堀
正
旗
に
よ
る
作
品
で
あ
り
、
ま
た
、
本
作
は
パ
ウ
ル
・
ア
ブ
ラ
ハ
ム
作
曲
に

よ
る
『
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
と
軽
騎
兵
』
か
ら
の
翻
訳
・
改
作
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
語

圏
で
作
ら
れ
た
オ
ペ
レ
ッ
タ
か
ら
の
改
作
と
い
う
共
通
点
も
あ
る
。
三
幕
物
オ

開
さ
れ
、
東
洋
趣
味
に
満
ち
溢
れ
た
日
本
表
象
が
登
場
す
る
。
こ
の
作
品
を
堀
、

そ
し
て
宝
塚
は
ど
の
よ
う
に
改
作
、
上
演
し
た
の
か
。
そ
し
て
観
客
は
ど
の
よ

ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
で
、

コ
ル
タ
イ
は
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
に
カ
ン
ラ
イ
ト
と
別
れ

55

イ
と
ヤ
ン
チ
は
脱
走
す
る
。
（
プ
ロ
ロ
ー
グ

ま
ず
、
『
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
と
軽
騎
兵
』

ア
プ
ラ
ハ
ム
作
曲
に
よ
る
こ
の
オ
ペ
レ
ッ
タ
は
、

ヴ
ァ
ル
ト
の
原
作
、
『
微
笑
み
の
国
』
同
様
フ
リ
ッ
ツ
・
レ
ー
ナ
ー
11

ベ
ー
ダ

ヤ
ン
チ
は
シ
ベ
リ
ア
の
捕
虜
収
容
所
に
い
る
。

っ
て
い
る
と
、
歩
哨
が
近
づ
き
、

む
。
歩
哨
は
夢
中
に
な
っ
て
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
演
奏
し
、
そ
の
隙
に
コ
ル
タ

東
京
の
ア
メ
リ
カ
大
使
館
で
は
ペ
テ
ル
プ
ル
ク
に
赴
任
す
る
こ
と
に
な
っ

た
カ
ン
ラ
イ
ト
大
使
の
送
別
会
が
、
大
使
夫
人
の
弟
の
フ
ェ
リ
と
、

ス
人
と
日
本
人
の
間
に
生
ま
れ
た
リ
ア
サ
ン
と
の
結
婚
の
祝
い
を
兼
ね
て
行

わ
れ
て
い
た
。
そ
の
送
別
会
の
場
に
ザ
ッ
キ
ー
と
い
う
偽
名
を
使
っ
た
コ
ル

タ
イ
が
紛
れ
込
む
。
大
使
夫
人
の
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
と
コ
ル
タ
イ
は
か
つ
て
婚

約
し
て
い
た
が
、

カ
ン
ラ
イ
ト
と
結
婚
し
た
の
で
あ
っ
た
。
カ
ン
ラ
イ
ト
は
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
と

コ
ル
タ
イ
の
過
去
を
知
ら
ず
、
共
に
ペ
テ
ル
プ
ル
ク
に
来
る
よ
う
勧
め
る
。

（
第
一
幕
）

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
愛
の
歌
を
歌

ヤ
ン
チ
に
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
貸
す
よ
う
頼

フ
ラ
ン

コ
ル
タ
イ
は
戦
死
し
た
と
聞
か
さ
れ
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
は

時
代
は
第
一
次
大
戦
中
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
軍
人
の
コ
ル
タ
イ
大
佐
と
従
卒
の

デ
ア
・
ウ
ィ
ー
ン
劇
場
で
初
演
さ
れ
た
。
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

の
脚
本
に
よ
る
も
の
で
、

一
九
三

0
年
―
二
月
三
二
日
に
ウ
ィ
ー
ン
の
ア
ン

う
に
受
け
入
れ
た
の
か
考
察
す
る
。

(16} 

の
梗
概
を
確
認
し
た
い
。
パ
ウ
ル
・

ア
ル
フ
レ
ー
ド
・
グ
リ
ュ
ン



婚
式
が
行
わ
れ
、
幕
。
（
第
三
幕
）

フ
ェ
リ
イ
の
ア
メ
リ
カ
留
学
時
の
友
人
で
あ
る
ク
ン
ラ
イ
ト
が

る
よ
う
頼
む
が
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
は
首
を
縦
に
振
ら
な
い
。
大
使
館
に
は
ロ

シ
ア
の
官
憲
が
や
っ
て
き
て
、
逃
走
し
た
コ
ル
タ
イ
を
発
見
す
る
が
、
カ
ン

ラ
イ
ト
が
コ
ル
タ
イ
を
守
る
。
し
か
し
、

の
夫
で
あ
る
カ
ン
ラ
イ
ト
に
守
ら
れ
る
こ
と
を
潔
し
と
せ
ず
、
自
ら
逮
捕
さ

れ
る
よ
う
に
仕
向
け
る
。
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
は
そ
こ
で
思
わ
ず
コ
ル
タ
イ
と
離

れ
た
く
な
い
と
本
音
を
語
っ
て
し
ま
い
、
カ
ン
ラ
イ
ト
も
彼
女
の
本
心
に
気

付
く
。
そ
し
て
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
と
別
れ
る
決
心
を
す
る
。
（
第
二
幕
）

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
と
カ
ン
ラ
イ
ト
が
別
れ
て
一
年
。
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
は
故
郷

ハ
ン
ガ
リ
ー
に
戻
っ
て
い
た
。

コ
ル
タ
イ
は
自
分
が
愛
す
る
女
性

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
村
で
は
収
穫
祭
が
行
わ
れ
て

お
り
、
そ
こ
で
は
三
組
の
結
婚
式
を
同
時
に
行
う
と
い
う
風
習
が
あ
っ
た
。

そ
こ
で
ヤ
ン
チ
と
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
の
小
間
使
い
の
リ
ケ
ッ
ト
、

フ
ェ
リ
と
リ

ト
リ
ア
に
カ
ン
ラ
イ
ト
と
寄
り
を
戻
す
よ
う
仕
向
け
る
。
カ
ン
ラ
イ
ト
が
や

っ
て
来
て
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
は
再
び
寄
り
を
戻
そ
う
と
す
る
が
、
そ
こ
に
コ

コ
ル
タ
イ
が
釈
放
さ
れ
る
よ
う
に
働
き
か
け
、
そ
し
て
再
会
で
き
る
よ
う
に

し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
と
コ
ル
タ
イ
を
含
め
た
三
組
の
結

堀
は
こ
の
作
品
を
一
幕
物
に
仕
上
げ
た
。
『
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
と
軽
騎
兵
』

で

は
一
幕
で
は
東
京
、
二
幕
で
は
ペ
テ
ル
プ
ル
ク
、
三
幕
で
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
時

で
あ
る
。
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
と
コ
ル
タ
イ
の
過
去
を
知
っ
た
カ
ン
ラ
イ
ト
は
、

そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
経
っ
た
ウ
ィ
ー
ン
の
宮
中
の
舞
踏
会
で
は
エ
リ
ザ
ベ

ル
タ
イ
も
現
れ
る
。

コ
ル
タ
イ
を
連
れ
て
き
た
の
は
カ
ン
ラ
イ
ト
だ
っ
た
の

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
平
原
で
は
、
出
征
す
る
コ
ル
タ
イ
が
エ
リ

ア
サ
ン
の
結
婚
が
行
わ
れ
る
が
、

一
組
足
り
な
い
の
で
、

フ
ェ
リ
は
ヴ
ィ
ク

第
五
場
）

コ
ル
タ
イ
は
セ
ザ
ア
キ
ィ
と
い
う
偽
名
を
使
っ
て
い
る
も
の
の
、

イ
ト
大
使
の
夫
人
で
あ
る
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
の
兄
フ
ェ
リ
イ
と
、
日
本
人
と
フ

系
列
順
に
明
確
に
場
が
分
け
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
『
モ
オ
ン
・
プ
ル
ウ
メ

ン
』
で
は
回
想
的
に
シ
ベ
リ
ア
で
の
収
容
所
の
場
面
や
戦
場
の
場
面
が
織
り
込

ま
れ
る
。
以
下
に
そ
れ
ぞ
れ
の
場
の
あ
ら
す
じ
を
示
す
。

東
京
の
ア
メ
リ
カ
大
使
館
で
は
、

る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
送
別
会
が
行
わ
れ
て
い
る
。
パ
ー
テ
ィ
ー
は
ク
ン
ラ

ラ
ン
ス
人
の
間
に
生
ま
れ
た
リ
ア
サ
ン
の
結
婚
の
祝
い
も
兼
ね
て
い
る
。
そ

こ
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
従
卒
の
ヤ
ン
ツ
ィ
と
彼
の
上
官
で
あ
る
コ
ル
タ
イ
が
や

っ
て
く
る
。

エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
は
す
ぐ
に
コ
ル
タ
イ
で
あ
る
こ
と
に
気
付
く
。
（
第
一
場
か
ら

回
想
の
場
面
。

ク
ン
ラ
イ
ト
大
使
が
ロ
シ
ア
に
赴
任
す

ザ
ベ
ー
ト
に
別
れ
を
告
げ
て
い
る
。
二
人
は
婚
約
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ニ

人
は
再
会
を
誓
い
合
い
、
コ
ル
タ
イ
は
出
征
し
て
い
く
。
（
第
六
場
か
ら
第
七
場
）

ー
ト
と
兄
の
フ
ェ
リ
イ
が
出
席
し
て
い
る
。

エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
は
コ
ル
タ
イ
が

戦
死
し
た
と
聞
か
さ
れ
沈
み
込
ん
で
い
る
。
そ
こ
に
在
ウ
ィ
ー
ン
の
ア
メ
リ

カ
公
使
で
、

フ
ェ
リ
イ
の
元
に
や
っ
て
来
る
。

エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
と
踊
る
ク
ン
ラ
イ
ト
。
し

か
し
、
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
の
気
持
は
沈
ん
だ
ま
ま
で
あ
る
。
（
第
八
場
か
ら
第
九
場
）

シ
ベ
リ
ア
の
捕
虜
収
容
所
に
は
コ
ル
タ
イ
達
捕
虜
の
一
隊
が
い
る
。

ロ
シ
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叫
ん
で
し
ま
う
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
。
ク
ン
ラ
イ
ト
は
真
実
を
知
り
、
自
ら
身
を

考
察
し
た
い
。

騎
兵
』

一
幕
の
日
本
表
象
は
、

フ
ェ
リ
の
婚
約
者
リ
ア
サ
ン
の
周
囲
で
展
開
さ

ま
『
モ
オ
ン
・
プ
ル
ウ
メ
ン
』
に
転
用
さ
れ
て
い
た
。

『
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
と
軽

ア
将
校
の
捕
虜
の
待
遇
の
悪
さ
に
不
満
を
持
つ
彼
ら
は
、
戦
場
の
こ
と
を
思

い
出
す
（
回
想
場
面
が
組
み
込
ま
れ
る
）
。
そ
し
て
故
郷
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
こ
と

を
思
い
出
す
コ
ル
タ
イ
と
ヤ
ン
ツ
ィ
。
そ
こ
に
ロ
シ
ア
の
哨
兵
が
や
っ
て
来

る
と
申
し
出
る
。
承
諾
し
た
二
人
は
哨
兵
の
手
助
け
を
得
て
収
容
所
か
ら
逃

走
す
る
。
（
第
十
場
）
。

回
想
が
終
わ
り
、
再
び
東
京
。
事
情
を
知
ら
な
い
ク
ン
ラ
イ
ト
は
妻
エ
リ

席
し
て
、
前
任
大
使
の
送
別
会
が
行
わ
れ
て
い
る
。

も
同
行
し
て
い
る
。

て
い
た
こ
と
を
語
る
。

語
る
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
。

ル
タ
イ
は
、

仕
向
け
る
。

ロ
シ
ア
ヘ
は
コ
ル
タ
イ

コ
ル
タ
イ
は
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
が
自
分
を
待
た
ず
に
結
婚

コ
ル
タ
イ
に
対
し
て
ク
ン
ラ
イ
ト
を
愛
し
て
い
る
と

エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
は
コ
ル
タ
イ
の
こ
と
を
忘
れ
ら
れ
な

い
か
ら
こ
そ
、
離
れ
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
自
分
か
ら
エ
リ
ザ
ベ
ー

ト
を
奪
っ
た
ク
ン
ラ
イ
ト
の
庇
護
を
受
け
て
い
る
こ
と
に
我
慢
な
ら
な
い
コ

ロ
シ
ア
の
当
局
に
居
場
所
を
知
ら
せ
、
自
ら
逮
捕
さ
れ
る
よ
う

ロ
シ
ア
将
校
に
連
れ
て
行
か
れ
る
コ
ル
タ
イ
に
思
わ
ず
本
音
を

引
い
て
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
と
別
れ
る
。
（
第
十
二
場
か
ら
第
十
三
場
）

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
の
故
郷
の
村
で
は
収
穫
祭
が
行
わ
れ
て
い

る
。
収
穫
祭
で
は
三
組
の
結
婚
式
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
風
習
と
な
っ
て
お
り
、

し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
詰
る
が
、

エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
は
戦
死
し
た
と
聞
か
さ
れ

ペ
テ
ル
プ
ル
ク
の
ア
メ
リ
カ
大
使
館
で
は
ク
ン
ラ
イ
ト
新
大
使
夫
妻
も
出

ザ
ベ
ー
ト
に
セ
ザ
ア
キ
ィ
、

つ
ま
り
コ
ル
タ
イ
を
紹
介
す
る
。
（
第
十
一
場
）

て
、
ヤ
ン
ツ
ィ
の
持
つ
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
貸
し
て
く
れ
た
ら
逃
走
に
協
力
す

け
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
コ
ル
タ
イ
が
現
れ
る
。
実
は
コ
ル
タ
イ
を
連
れ
て

き
た
の
は
ク
ン
ラ
イ
ト
で
あ
っ
た
。
ク
ン
ラ
イ
ト
は
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
の
幸
福

を
望
む
と
語
る
。
そ
し
て
、
め
で
た
＜
三
組
の
結
婚
式
が
行
わ
れ
、
幕
。
（
第

『
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
と
軽
騎
兵
」

ほ
ぽ
同
一
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
一
方
で
、

前
が
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
に
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
、

兄
に
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
等
、
細
か
い
変
更
点
も
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
『
ヴ
ィ

ク
ト
リ
ア
と
軽
騎
兵
』

エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
と
寄
り
を
戻
す
よ
う
仕
向

の
梗
概
と
比
較
す
る
と
、
内
容
に
お
い
て
は

ヒ
ロ
イ
ン
・
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
の
名

フ
ェ
リ
が
ヒ
ロ
イ
ン
の
弟
か
ら

で
は
冒
頭
で
短
い
間
演
じ
ら
れ
る
だ
け
だ
っ
た
収
容
所

の
場
面
が
、
『
モ
オ
ン
・
プ
ル
ウ
メ
ン
』

で
は
回
想
と
し
て
本
編
の
中
に
組
み

込
ま
れ
、
ま
た
戦
場
の
場
面
ま
で
回
想
さ
れ
る
展
開
と
な
っ
て
お
り
、
原
作
の

オ
ペ
レ
ッ
タ
よ
り
も
や
や
重
い
展
開
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、

『
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
と
軽
騎
兵
』

の
一
幕
に
見
ら
れ
る
日
本
表
象
は
ほ
ぽ
そ
の
ま

れ
る
為
、
「
モ
オ
ン
・
プ
ル
ウ
メ
ン
』
に
お
け
る
リ
ア
サ
ン
の
表
象
を
中
心
に

ま
ず
、
「
リ
ア
サ
ン
」
と
い
う
そ
の
名
前
で
あ
る
。
日
本
人
と
フ
ラ
ン
ス
人

十
四
場
か
ら
第
十
六
場
）

が
ク
ン
ラ
イ
ト
を
連
れ
て
き
て
、

ン
の
二
組
は
決
ま
っ
て
い
る
も
の
の
、

一
組
足
り
な
い
。
そ
こ
に
フ
ェ
リ
イ

ヤ
ン
ツ
ィ
と
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
の
侍
女
の
リ
ク
エ
ッ
テ
、

フ
ェ
リ
イ
と
リ
ア
サ
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の
間
に
生
ま
れ
た
彼
女
で
あ
る
が
、
当
然
な
が
ら
「
リ
ア
サ
ン
」
と
い
う
そ
の

名
は
フ
ラ
ン
ス
人
女
性
の
名
前
で
は
な
く
、
原
作
に
お
い
て
は
日
本
人
の
名
前

と
し
て
用
い
ら
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
日
本
人
か
ら
見
れ
ば

「
リ
ア
サ
ン
」
と
い
う
名
前
に
違
和
感
は
禁
じ
得
ず
、
そ
の
名
前
を
そ
の
ま
ま

使
う
こ
と
は
、

続
い
て
、

騎
兵
』

リ
ア
サ
ン
が
歌
う
ソ
ロ
の
楽
曲
で
あ
る
。
『
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
と
軽

で
は
、

エ
キ
ゾ
テ
ィ
シ
ズ
ム
を
消
化
せ
ず
に
そ
の
ま
ま
流
用
し
て
い
る

リ
ア
サ
ン
は
他
の
日
本
人
の
娘
を
従
え
て
、
•
•
N
u
r
 i
m
m
e
r
 

P
i
n
g
 ,
 
P
o
n
g
"
と
い
う
ナ
ン
バ
ー
を
歌
う
。
こ
の
曲
に
は
タ
イ
ト
ル
か
ら
も
わ

か
る
通
り
、
明
ら
か
に
ド
イ
ツ
語
で
は
な
い

P
i
n
g,
 
P
o
n
g
な
ど
と
い
う
歌
詞

が
挿
入
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
日
本
の
言
葉
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
。
「
モ
オ
ン
・
プ
ル
ウ
メ
ン
』

ツ
イ
ン
グ
、
オ
ラ
ラ
、

ツ
イ
ン
！

歌
へ
、
ピ
ン
グ
、
ポ
ン
グ

ツ
イ
ン
グ
、

今
宵
こ
そ
、
あ
の
人
は
私
の
も
の
よ
、

数
知
れ
ぬ
小
鈴
が
胸
に
鳴
り
ひ
び
＜
！

い
つ
も
、
ピ
ン
グ
、
ポ
ン
グ

と
言
っ
て
よ
い
。

{18) 

ツ
イ
ン
グ
、
オ
ラ
ラ

い
つ
ま
で
も
！

で
も
次
の
よ
う
な
歌
詞
の
「
い
つ

も
ピ
ン
グ
ポ
ン
グ
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
楽
曲
を
リ
ア
サ
ン
が
歌
っ
て
い
る
。

ツ
イ
ン
グ
、

ツ
イ
ン
グ

オ
ラ
ラ
ー

宝
塚
少
女
歌
劇
の
楽
譜
集
に
こ
の
曲
が
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
為
、
同
じ
楽
曲

で
あ
る
か
は
明
ら
か
で
な
い
も
の
の
、
そ
の
曲
名
や
歌
詞
を
見
る
限
り
そ
の
可

ゾ
チ
ッ
ク
な
日
本
の
風
景
で
す
、
こ
れ
は
日
本
人
の
見
た
ま
ま
の
日
本
の

堀
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

能
性
は
高
く
、
ま
た
、
同
様
に
リ
ア
サ
ン
が
歌
う
ナ
ン
バ
ー
で
あ
る

"
M
e
i
n
e

m
a
m
a
 w
a
r
 a
u
s
 Y
o
k
o
h
a
m
a
"
は
「
マ
イ
ネ
マ
マ
」
と
題
し
て
同
一
の
楽
曲
を

[19) 

用
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
い
つ
も
ピ
ン
グ
ポ
ン
グ
」
も

"
N
u
r
 i
m
m
e
r
 P
i
n
g
 ,
 

P
o
n
g
'`

と
同
一
歌
曲
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
「
ピ
ン
グ
、

ポ
ン
グ
」
と
繰
り
返
す
こ
と
で
日
本
を
表
象
す
る
こ
の
歌
詞
は
『
微
笑
み
の
国
」
、

チ
ュ
、
チ
ア
、
チ
ュ
、

チ
ュ
」
や
「
チ
ッ
ク

チ
ッ
ク
」
と
同
様
、

エ
キ
ゾ
テ
ィ
ッ
ク
な
ア
ジ
ア
の
イ
メ
ー
ジ
を
導
く
以
外
の
何
も
の
で
も
な
く
、

そ
れ
が
宝
塚
で
も
そ
の
ま
ま
採
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

『
モ
オ
ン
・
プ
ル
ウ
メ
ン
』
に
お
い
て
は
舞
台
装
置
に
至
る
ま
で
「
エ
キ
ゾ

テ
ィ
ッ
ク
」
な
日
本
表
象
が
そ
の
ま
ま
使
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、

（
美
し
い
と
思
う
場
面
は
？
と
い
う
質
問
に
対
し
）
第
二
場
、
第
三
場
の
エ
キ

庭
園
で
は
な
く
、
外
国
人
の
目
に
映
っ
た
日
本
の
風
景
、
外
国
人
の
目
に

映
っ
た
日
本
の
結
婚
式
と
い
ふ
と
こ
ろ
を
目
安
に
置
い
た
の
で
、
季
節
に

関
わ
ら
ず
、
桜
の
咲
い
て
る
と
こ
ろ
へ
、
藤
が
咲
き
菖
蒲
が
咲
き
、
蛍
が

飛
ん
で
ゐ
る
と
い
ふ
頗
る
勝
手
な
、
又
外
人
に
は
お
誂
へ
向
き
の
場
面
な

ん
で
す
、
こ
れ
に
は
舞
台
装
置
の
河
井
君
も
大
分
苦
心
し
た
ら
し
い
で
す

が
、
鳥
居
も
当
り
前
の
鳥
居
で
な
く
、
少
し
曲
つ
て
る
ん
で
す
。

チ
ッ
ク

そ
し
て
そ
の
改
作
作
品
で
あ
る
『
黎
明
』
に
お
け
る
「
チ
ア
、
チ
イ
、
チ
イ
、
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た
こ
と
も
推
察
で
き
る
。

れ
る
な
ど
、
こ
の
時
期
に
は
外
国
人
観
光
局
の
誘
致
を
国
策
的
に
行
っ
て
い
た

こ
と
も
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
続
い
て
舞
台
装
置
担
当
の
河
井
清
の
言
葉
を

さ
ん
の
注
文
で
し
た
。

で
す
か
ら
大
分
西
洋
臭
い
日
本
を
表
現
し
て
あ
り
ま
す
、
ど
う
か
其
の

(21) 

つ
も
り
で
ご
覧
下
さ
い
。

こ
こ
で
も
「
西
洋
人
が
見
た
日
本
の
感
じ
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
、
ま
た
、

そ
れ
が
堀
の
要
望
だ
っ
た
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
堀
は
あ
く
ま
で
現
実
の
当
時

の
日
本
で
は
な
く
、
西
洋
人
の
見
る
日
本
イ
メ
ー
ジ
、
す
な
わ
ち
『
ヴ
ィ
ク
ト

リ
ア
と
軽
騎
兵
』
に
描
か
れ
た
日
本
を
宝
塚
に
再
現
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
演
じ
ら
れ
た
『
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
と
軽
騎
兵
』
と
違

い
、
「
モ
オ
ン
・
プ
ル
ウ
メ
ン
』
は
演
者
も
受
け
手
で
あ
る
観
客
も
そ
の
ほ
と

集
め
て
そ
れ
が
西
洋
人
が
見
た
日
本
の
感
じ
を
現
は
し
て
欲
し
い
と
の
堀

居
に
朱
塗
り
の
橋
、
そ
れ
に
桜
、
藤
、
あ
や
め
、
牡
丹
等
全
日
本
の
花
を

第
一
場
か
ら
第
五
場
ま
で
場
面
が
日
本
に
な
っ
て
居
り
ま
す
。
赤
い
鳥

引
用
し
た
い
。

一
九
三

0
年
に
鉄
道
省
内
に
国
際
観
光
局
が
設
置
さ

こ
こ
で
は
、
舞
台
装
置
に
至
る
ま
で
エ
キ
ゾ
テ
ィ
ッ
ク
な
表
象
に
満
ち
溢
れ

て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
堀
自
身
が
「
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て

お
り
、
そ
の
こ
と
に
自
覚
的
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
「
外
人
に
は
お

誂
へ
向
き
の
場
面
」
と
い
う
言
葉
か
ら
は
外
国
人
に
見
せ
る
こ
と
を
考
え
て
い

あ
る
。

「
き
れ
い
な
こ
と
は
き
れ
い
だ
け
れ
ど
。
」

か
つ
て
ゐ
て
ー
」

満
開
で
、
あ
や
め
が
あ
っ
て
、
蛍
が
飛
ん
で
ゐ
て
、
朱
塗
り
の
橋
が
か

「
日
本
の
場
面
が
ず
ゐ
分
凝
つ
て
ゐ
る
わ
ね
。
」

客
が
ど
の
よ
う
な
反
応
を
示
し
た
の
か
例
示
し
た
い
。

ん
ど
が
日
本
人
で
あ
る
。
当
時
、
日
本
が
国
策
で
外
国
人
観
光
客
を
誘
致
し
て

い
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
し
て
も
、
観
客
の
大
部
分
が
日
本
人
で
あ
っ
た
こ
と

(22) 

は
間
違
い
な
い
。
ま
た
、
こ
の
作
品
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
作
ら
れ
た
『
ヴ
ィ
ク
ト

リ
ア
と
軽
騎
兵
』
と
し
て
上
演
さ
れ
た
な
ら
、
宝
塚
に
お
い
て
も
原
作
の
ま
ま

変
更
さ
れ
な
い
こ
と
も
理
解
で
き
る
。
し
か
し
、
『
モ
オ
ン
・
プ
ル
ウ
メ
ン
』

は
あ
く
ま
で
堀
正
旗
に
よ
る
宝
塚
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
と
し
て
上
演
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
実
際
の
日
本
と
か
け
離
れ
た
表
象
に
違
和
感
を
持
っ
た
生
徒
や
観
客

も
少
な
く
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
実
際
に
、
演
者
で
あ
る
宝
塚
の
生
徒
や
観

ま
ず
、
『
モ
オ
ン
・
プ
ル
ウ
メ
ン
」
に
出
演
し
て
い
た
月
組
生
徒
の
言
葉
で

「
あ
れ
は
、
幻
想
の
場
面
だ
か
ら
、
色
々
な
も
の
を
盛
沢
山
に
装
置
し
て
、

日
本
を
象
徴
さ
せ
た
の
よ
。
」

「
富
士
山
が
あ
っ
て
、
鳥
居
が
あ
っ
て
、
桜
が
咲
い
て
ゐ
て
、
藤
の
花
が

東
京
公
演
を
前
に
し
た
稽
古
場
に
お
け
る
月
組
生
徒
の
言
葉
で
あ
る
。
演
者

で
あ
る
彼
女
た
ち
が
こ
の
場
面
の
日
本
表
象
に
つ
い
て
「
幻
想
」
と
い
う
言
葉
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を
使
っ
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
く
、
や
は
り
現
実
味
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
「
き
れ
い
な
こ
と
は
き
れ
い
だ
け
れ
ど
」
と
い
う
言
葉
か

続
い
て
観
客
の
反
応
で
あ
る
。
ま
ず
は
「
歌
劇
』

(24) 

声
低
声
欄
に
載
っ
た
投
稿
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
宝
塚
大
劇
場
公
演
の
直
後

の
投
稿
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
は
関
西
の
観
客
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
『
モ
オ
ン
・

を
含
め
た
一
場
か
ら
五
場
に
か
け
て
の
日
本
表
象
に
論
及
し
た
も
の
は
三
稿
で

あ
っ
た
。
ま
ず
、
「
神
戸
・
朝
鮮
キ
セ
ル
生
」
は
「
一
場
か
ら
五
場
ま
で
舞
台
が
、

(25) 

少
し
く
ど
過
ぎ
は
し
な
い
か
。
」
と
記
し
て
お
り
、
日
本
の
場
面
に
違
和
感
を

覚
え
る
観
客
が
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
「
大
阪
・
杜
詩
緒
」
は
「
日
本

（お）

の
結
婚
式
、
華
や
か
な
レ
ヴ
ュ
ウ
の
中
に
南
無
阿
弥
陀
仏
に
は
参
っ
た
。
」
と

記
し
て
お
り
、
と
り
わ
け
結
婚
式
の
場
面
に
批
判
的
な
意
見
が
あ
っ
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
ま
た
、
前
者
の
投
稿
が
単
に
舞
台
の
表
象
が
「
＜
ど
過
ぎ
る
」

と
断
じ
て
い
る
の
に
対
し
、
後
者
の
投
稿
は
表
象
そ
の
も
の
へ
の
違
和
感
と
い

う
よ
り
、
洋
式
の
「
レ
ヴ
ュ
ウ
」
に
「
日
本
の
結
婚
式
」
が
合
わ
な
い
と
し
て

い
る
。
『
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
と
軽
騎
兵
』
、
そ
し
て
『
モ
オ
ン
・
プ
ル
ウ
メ
ン
』

リ
ア
サ
ン
の
結
婚
で
は
と
も
に
仏
前
結
婚
式
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、
僧
侶
が

「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
経
を
詠
む
場
面
に
は
レ
ヴ
ュ
ー
に
相
応
し
い
モ
ダ
ニ
テ

東
京
宝
塚
劇
場
公
演
後
の
『
歌
劇
』

び
『
東
宝
』

一
九
三
五
年
七
月
号
の
高の

(27) 

一
九
三
五
年
九
月
号
「
高
声
低
声
」
及

一
九
三
五
年
九
月
号
「
独
唱
合
唱
」
で
は
、
『
モ
オ
ン
・
プ
ル
ウ

ィ
が
な
い
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

プ
ル
ウ
メ
ン
』
の
公
演
評
の
投
稿
は
十
稿
見
ら
れ
た
。
そ
の
う
ち
、
舞
台
装
置

一
七
稿
あ
り
、
そ
の
う
ち
、

五
場
に
か
け
て
の
日
本
表
象
に
言
及
し
た
も
の
は
『
東
宝
』
「
独
唱
合
唱
」
に

庭
園
の
場
は
ど
う
見
て
も
日
本
人
に
は
少
し
変
に
感
じ
ら
れ
や
し
な
い
か

(29) 

し
ら
？

唯
一
場
か
ら
五
場
迄
の
装
置
の
余
り
に
も
日
本
人
離
れ
の
し
た
景
色
桜
が(30) 

咲
い
て
い
る
の
に
蛍
の
飛
ぶ
が
如
き
に
は
ち
ょ
つ
と
げ
つ
そ
り
し
た
が
1

異
国
的
情
緒
を
も
っ
た
場
面
は
華
や
か
で
は
あ
る
が
く
ど
く
ど
し
さ
を
感

G31) 

じ
さ
せ
上
品
な
色
彩
が
失
は
れ
る
様
に
思
は
れ
た
の
は
残
念
だ
。

印
象
に
残
る
場
面
は
日
本
庭
園
を
中
心
と
し
た
所
と
フ
ィ
ナ
ー
レ
だ
け
だ

っ
た
。
然
し
日
本
庭
園
も
幻
想
的
か
も
し
れ
な
い
が
よ
い
出
来
と
は
云
ヘ

な
い
。
大
舞
台
一
杯
に
使
っ
た
の
は
流
石
だ
が
一
体
に
悪
趣
味
に
し
か
思

(32) 

へ
な
い
。

四
稿
と
も
や
は
り
舞
台
装
置
に
対
す
る
違
和
感
を
表
明
し
て
い
る
。
堀
が
意

図
的
に
演
出
し
よ
う
と
し
た
「
外
国
人
の
目
に
映
っ
た
日
本
の
風
景
」
が
、
多

く
の
日
本
人
の
観
客
に
と
っ
て
違
和
感
を
禁
じ
得
な
い
も
の
だ
っ
た
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
日
本
表
象
に
対
し
て
「
異
国
的
情
緒
」
と
い
う
言
葉
を

ら
も
や
や
批
判
的
な
感
想
が
読
み
と
れ
る
。

の
み
四
稿
見
ら
れ
た
。
以
下
に
言
及
箇
所
を
引
用
す
る
。

メ
ン
』

の
公
演
評
が
そ
れ
ぞ
れ
六
稿
、

一
場
か
ら
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劇』 女
歌
劇
で
何
故
『
モ
オ
ン
・
プ
ル
ウ
メ
ン
』
は
『
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
と
軽
騎
兵
』

先
述
の
通
り
、
国
策
で
誘
致
す
る
外
国
人
観
光
客
を
見
込
ん
だ
面
は
あ
っ
た

わ
か
る
。 雲

野
の
リ
ア
サ
ン
は
常
に
舞
台
に
微
笑
を
浮
ば
し
て
好
印
象
を
与
え
る
こ

と
妙
で
あ
り
、

一
外
人
が
振
袖
姿
に
対
し
て
讃
嘆
久
し
う
し
て
居
た
こ
と

(33) 

も
こ
こ
に
付
け
加
へ
て
置
き
た
い

兵
』
、
そ
し
て
近
年
の
上
演
を
見
て
も
、
リ
ア
サ
ン
は
中
国
風
の
衣
装
を
着
て

い
る
こ
と
が
多
く
、
そ
れ
と
比
べ
る
と
堀
は
『
モ
オ
ン
・
プ
ル
ウ
メ
ン
』

ア
サ
ン
の
衣
装
を
振
袖
に
修
正
し
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
ま
た
、
堀
が

見
込
ん
だ
「
外
人
に
は
お
誂
へ
向
き
の
場
面
」
と
い
う
効
果
は
あ
っ
た
こ
と
も

と
考
え
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
の
観
客
の
ほ
と
ん
ど
が
日
本
人
で
あ
っ
た
宝
塚
少

の
日
本
表
象
そ
の
ま
ま
に
上
演
さ
れ
た
の
か
。
そ
の
答
え
の
一
っ
と
し
て
、
「
歌

一
九
三
四
年
九
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
「
堀
先
生
に
き
く
会
」
と
題
し
た
記

一
九
三
一
年
に
ド
イ
ツ
で
制
作
さ
れ
た
映
画
版
の

『
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
と
軽
騎

『
東
宝
』
「
独
唱
合
唱
」
欄
に
は
以
下
の
よ
う
な
投
稿
も
見
ら
れ
た
。

用
い
て
い
る
こ
と
も
注
目
し
た
い
。
現
実
の
日
本
と
か
け
離
れ
た
世
界
が
表
出

し
て
い
た
と
し
て
も
、
日
本
に
対
し
て
「
異
国
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
る

こ
と
は
、
当
時
の
宝
塚
の
フ
ァ
ン
の
感
覚
を
物
語
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

方
で
、
リ
ア
サ
ン
を
通
し
て
描
か
れ
た
日
本
表
象
や
、
日
本
語
と
は
思
え
な
い

オ
ペ
レ
ッ
タ
・
ナ
ン
バ
ー
等
に
対
す
る
批
判
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
な
お
、で

リ

大
空
日
本
の
現
代
も
の
は
、
う
ち
は
嫌
ひ
だ
わ
。

し
な
い
も
の
に
な
っ
ち
ま
つ
て
1

。

堀
も
し
書
く
ん
だ
っ
た
ら
全
部
西
洋
式
で
行
き
た
い
ね
。
さ
う
し
な

寺
川
現
代
の
日
本
も
の
は
？

ら
好
ん
で
書
い
て
ゐ
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

堀
あ
れ
は
板
東
の
し
ほ
先
生
の
為
め
に
書
い
て
ゐ
た
の
で
、
自
分
か

れ
ま
し
た
が
。

寺
川
日
本
物
は
お
書
き
に
な
り
ま
せ
ん
か
以
前
は
よ
く
書
い
て
居
ら

と
り
が
あ
る
。

事
を
紹
介
し
た
い
。
「
モ
オ
ン
・
プ
ル
ウ
メ
ン
』
の
上
演
と
時
期
は
前
後
す
る
が
、

こ
の
記
事
は
葦
原
邦
子
ら
宝
塚
の
生
徒
や
劇
団
の
ス
タ
ッ
フ
が
堀
正
旗
に
質
問

を
す
る
形
の
座
談
会
を
記
事
に
し
た
も
の
で
、
そ
の
中
に
以
下
の
よ
う
な
や
り

け
れ
ば
少
女
歌
劇
で
は
少
々
無
理
で
す
よ
。
何
ん
だ
か
垢
抜
け
の

堀
は
こ
こ
で
、
「
現
代
」
日
本
物
は
垢
抜
け
な
い
も
の
に
な
る
か
ら
西
洋
物

の
作
品
を
や
り
た
い
と
は
っ
き
り
述
べ
て
い
る
。
先
述
の
通
り
、
堀
は
『
黎
明
』

の
作
品
紹
介
の
際
、
中
国
が
泥
臭
い
、
明
朗
さ
に
欠
け
る
と
評
し
て
い
る
。
し

か
し
堀
は
、
日
本
、
と
り
わ
け
ア
ジ
ア
の
中
で
は
近
代
化
を
達
成
し
た
と
考
え

ら
れ
て
い
た
「
現
代
」
日
本
で
さ
え
も
、

レ
ヴ
ユ
ー
の
舞
台
に
す
る
だ
け
の
モ

ダ
ニ
テ
ィ
を
有
し
て
い
な
い
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
生
徒
側
で
も

日
本
の
現
代
物
は
嫌
い
と
い
う
声
が
上
が
っ
て
い
る
。
実
際
、
当
時
の
宝
塚
で
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ブ
ル
ウ
メ
ン
』
と
し
て
上
演
す
る
際
、
実
際
の
当
時
の
日
本
の
風
習
や
風
景
を

と
は
『
歌
劇
』

速
に
進
展
す
る
こ
と
に
な
る
。

平
洋
行
進
曲
』
を
上
演
す
る
な
ど
、
大
衆
娯
楽
の
積
極
的
な
国
策
協
力
が
進
め

あ
っ
た
。

描
い
て
い
た
宝
塚
で
あ
る
が
、
前
述
の
通
り
、

一
九
三

0
年
代
は
転
換
期
で
も

『
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
と
軽
騎
兵
』

の
舞
台
は
第
一
次
大
戦
中
で
、

上
演
さ
れ
て
い
る
。

日
本
も
そ
の
範
疇
に
入
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

同
時
代
を
舞
台
と
す
る
日
本
物
は
ほ
と
ん
ど
存
在
せ
ず
、
日
本
物
と
言
え
ば
歌

ま
た
、
堀
が
こ
こ
で
「
少
女
歌
劇
で
は
」
と
限
定
し
て
い
る
こ
と
に
も
注
目

(35) 

し
た
い
。
宝
塚
国
民
座
在
籍
当
時
の
堀
は
、
英
国
の
プ
ラ
ン
ド
ン
・
ト
ー
マ
ス

の
戯
曲
『
チ
ャ
ー
リ
ー
の
お
ば
さ
ん
』

の
舞
台
を
当
時
の
日
本
に
移
し
た
翻
案

作
品
『
伯
母
さ
ん
』
を
発
表
し
て
お
り
、
「
現
代
の
日
本
も
の
」
を
決
し
て
書

か
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
海
外
作
品
の
舞
台
を
日
本
に
移
し
て
い

た
く
ら
い
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
堀
の
認
識
と
し
て
は
日
本
の
現
代
物
は
少
女

歌
劇
に
相
応
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
な
お
、
『
チ
ャ
ー
リ
ー
の
お
ば
さ
ん
』

を
翻
案
し
た
『
伯
母
さ
ん
』
は
堀
に
よ
っ
て
更
に
翻
案
さ
れ
、
ド
イ
ツ
に
舞
台

を
移
し
た
「
ユ
ン
グ
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
』
と
し
て
宝
塚
少
女
歌
劇
の
舞
台
で

一
九
三
五
年

当
時
の
人
々
に
と
っ
て
「
現
代
」
と
言
っ
て
い
い
時
期
で
あ
っ
た
。
「
モ
オ
ン
・

再
現
す
る
こ
と
は
そ
れ
こ
そ
「
垢
抜
け
な
い
」
、
少
女
歌
劇
に
相
応
し
く
な
い

こ
と
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
原
作
そ
の
ま
ま
に
「
外
国
人

の
目
に
映
っ
た
日
本
の
風
景
」
を
再
現
し
た
の
で
は
な
い
か
。
な
ぜ
な
ら
、
古

典
作
品
や
歴
史
の
中
の
日
本
、
そ
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
エ
キ

ゾ
テ
ィ
ッ
ク
な
日
本
表
象
こ
そ
が
宝
塚
少
女
歌
劇
に
相
応
し
い
「
日
本
」
で
あ

り
、
云
わ
ば
「
他
者
」
と
し
て
の
日
本
こ
そ
が
宝
塚
の
生
徒
や
観
客
に
と
っ
て

親
し
み
を
以
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
日
本
像
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
堀
の
談
に
あ

舞
伎
や
能
を
改
作
し
た
物
や
時
代
物
、
舞
踊
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。

る
通
り
、
近
代
化
を
成
し
遂
げ
つ
つ
も
そ
れ
が
中
途
半
端
な
近
代
日
本
は
レ
ヴ

ュ
ー
に
相
応
し
い
モ
ダ
ニ
テ
ィ
を
有
し
て
お
ら
ず
、
か
え
っ
て
近
代
日
本
人
に

と
っ
て
縁
遠
い
存
在
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
古
典
世
界
、
前
近
代
の
日
本
の
方
が

彼
ら
に
と
っ
て
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
エ
キ
ゾ
テ
ィ
シ
ズ
ム
の
対
象
に
成
り
、
少

女
歌
劇
の
舞
台
上
に
載
せ
得
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
同
様
に
縁

遠
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
「
他
者
」
と
し
て
の
日
本
表
象
は
エ
キ

-36) 

ゾ
テ
ィ
シ
ズ
ム
の
対
象
と
し
て
最
適
で
あ
り
、
ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
モ
ダ
ニ

テ
ィ
さ
え
も
漂
わ
せ
、
少
女
歌
劇
の
レ
ヴ
ユ
ー
の
舞
台
に
相
応
し
い
も
の
だ
っ

た
の
で
あ
る
。
「
他
者
」
と
し
て
の
ア
ジ
ア
は
中
国
に
限
っ
た
話
で
は
な
く
、

『
ア
ラ
ビ
ヤ
の
王
子
』

ー
ニ
度
目
の
改
作
と
時
局
ー

中
国
、
そ
し
て
自
国
で
あ
る
日
本
さ
え
も
エ
キ
ゾ
テ
ィ
ッ
ク
な
他
者
と
し
て

一
九
三
四
年
に
は
宝
塚
に
お
け
る
初
の
海
軍
制
作
作
品
で
あ
る
『
太

ら
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
こ
の
傾
向
は
一
九
三
七
年
七
月
の
慮
溝
橋
事
件
以
降
、
急

『
黎
明
』
は
一
九
三
七
年
七
月
の
月
組
宝
塚
大
劇
場
公
演
に
引
き
続
き
同
年

九
月
の
月
組
東
京
宝
塚
劇
場
公
演
で
も
再
演
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ

一
九
三
七
年
八
月
号
の
公
演
案
内
で
も
『
黎
明
』
上
演
の
案
内
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上
演
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
同
作
の
日
本
初
演
で
あ
る
。
当
時
藤
原
義
江
の
夫
人

で
あ
り
又
そ
の
東
洋
趣
味
な
の
で
あ
っ
て
、
我
々
に
は
寧
ろ
莫
迦
ら
し
い

初
演
を
参
考
と
し
て
比
較
し
な
が
ら
考
え
た
い
。

筋
は
昨
年
宝
塚
が
堀
正
旗
作
、
小
夜
福
子
主
演
で
改
作
上
演
し
た
、
「
ア

が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
九
月
の
東
京

公
演
で
上
演
さ
れ
た
の
は
『
ア
ラ
ビ
ヤ
の
王
子
』
と
い
う
別
作
品
で
あ
っ
た
。

『
黎
明
』
同
様
堀
正
旗
作
、
演
出
の
こ
の
作
品
は
、
実
は
『
黎
明
』
を
改
作
し

結
論
か
ら
言
え
ば
、
『
ア
ラ
ビ
ヤ
の
王
子
』
は
『
黎
明
』

の
話
を
そ
の
ま
ま

中
国
か
ら
中
東
に
移
し
た
だ
け
で
あ
る
。
ソ
オ
チ
ョ
ン
の
名
前
を
シ
ャ
ア
ナ
ゼ

ン
に
変
え
る
な
ど
の
変
更
は
加
え
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
結
末
に
至
る
ま
で

『
黎
明
』
と
同
様
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
舞
台
を
中
東
に
移
し
た
の

に
仏
像
が
登
場
し
た
り
、
衣
装
が
中
国
の
も
の
を
流
用
し
て
い
た
と
い
う
指
摘

が
劇
評
に
あ
っ
た
り
す
る
な
ど
、
か
な
り
の
突
貫
で
改
作
し
た
と
思
わ
れ
る
。

結
果
論
と
し
て
、
中
国
か
ら
中
東
の
イ
ス
ラ
ー
ム
教
圏
に
舞
台
を
移
し
た
こ
と

で
一
夫
多
妻
制
は
辻
棲
の
合
う
も
の
と
な
っ
た
と
い
う
面
は
あ
る
も
の
の
、
こ

の
改
作
は
文
化
や
慣
習
の
誤
解
の
訂
正
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
時
局

と
関
連
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
先
述
し
た
が
、

七
月
、

一
九
三
七
年

つ
ま
り
『
黎
明
』
宝
塚
大
劇
場
公
演
中
に
慮
溝
橋
事
件
が
勃
発
し
て
お

り
、
ま
た
、
そ
れ
以
前
か
ら
日
中
関
係
は
悪
化
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
た
。
中

国
を
舞
台
と
し
た
こ
の
作
品
の
改
作
に
時
局
が
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
っ
た
の
か

を
、
翌
一
九
三
八
年
に
上
演
さ
れ
た
藤
原
義
江
に
よ
る
『
微
笑
み
の
国
」
日
本

藤
原
義
江
版
『
微
笑
み
の
国
」
は
一
九
三
八
年
一

0
月
に
東
京
・
有
楽
座
で

介
す
る
。

で
あ
っ
た
柳
園
子
の
翻
訳
に
よ
る
台
本
を
使
っ
た
日
本
語
上
演
で
、
会
場
に
東

宝
系
の
有
楽
座
を
使
い
、
ま
た
、
日
劇
ダ
ン
シ
ン
グ
チ
ー
ム
を
用
い
る
な
ど
、

阪
急
東
宝
系
の
興
行
と
の
関
連
が
伺
え
る
上
演
で
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
『
キ
ネ

ニ

37)

マ
旬
報
』
六
六
三
号
に
掲
載
さ
れ
た
内
田
三
岐
雄
に
よ
る
公
演
評
に
よ
れ
ば
、

当
然
な
が
ら
、
こ
の
上
演
は
原
作
の
『
微
笑
み
の
国
」
同
様
、
結
末
は
ス
ー

笑
み
の
国
』

の
本
来
の
結
末
の
ま
ま
上
演
で
き
た
と
い
う
こ
と
は
、
『
黎
明
』

の
結
末
の
改
作
は
戦
時
の
時
局
と
は
関
係
な
い
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

『
黎
明
』
の
ハ
ッ
ピ
ー
・
エ
ン
ド
は
、
少
女
歌
劇
に
相
応
し
い
体
裁
を
整
え
る

た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
で
、
藤
原
義
江
に
よ
る
『
微
笑
み
の
国
」
上
演
に
対
す
る
公
演
評
に
は

時
局
を
鑑
み
て
厳
し
い
批
評
を
す
る
も
の
も
見
受
け
ら
れ
た
。
先
に
紹
介
し
た

『
キ
ネ
マ
旬
報
」
掲
載
の
内
田
三
岐
雄
の
公
演
評
中
の
作
品
批
判
を
以
下
に
紹

ラ
ビ
ヤ
の
王
子
」
と
同
じ
も
の
で
あ
る
か
ら
略
し
て
置
く
が
、
要
す
る
に

欧
米
人
に
は
こ
の
東
洋
趣
味
が
好
奇
の
対
象
に
な
っ
た
の
で
あ
ら
う
と
思

ふ
。
だ
が
、
こ
の
物
語
は
純
然
た
る
例
に
よ
っ
て
の
欧
米
人
の
見
た
東
洋

と
云
は
ん
よ
り
は
迷
惑
な
の
で
あ
る
。
殊
に
支
那
事
変
の
今
日
、
こ
の
内

チ
ョ
ン
（
蘇
城
）
と
リ
ザ
の
関
係
は
決
裂
す
る
。

一
九
三
八
年
の
時
点
で
も
『
微

に
ど
の
よ
う
に
改
作
し
た
の
か
。

演
技
指
導
は
岸
田
辰
禰
が
担
当
、
東
宝
劇
団
の
協
力
も
得
て
い
た
と
あ
る
。

た
も
の
で
あ
る
。
『
微
笑
み
の
国
』
か
ら
改
作
さ
れ
た
『
黎
明
』
を
、
堀
は
更
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一
九
三
七
年
一

0
月
号
の
読
者
投
稿
欄
か
ら
の
引

ら
は
、
畢
境
観
客
の
心
を
ゆ
さ
ぶ
る
に
足
り
な
い
場
嘗
り
の
も
の
に
過
ぎ

(39) 

な
い
様
で
あ
る
。

『
宝
塚
少
女
歌
劇
脚
本
集
』

用
で
あ
る
が
、
「
民
衆
芸
術
」
で
あ
る
宝
塚
は
時
の
潮
流
、
時
代
性
に
合
わ
せ

明
ク
が
改
変
さ
れ
、
ま
た
際
物
の
上
演
を
見
る
な
ど
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ

内
田
が
藤
原
義
江
版
『
微
笑
み
の
国
』

の
東
洋
趣
味
を
「
迷
惑
」
と
評
し
た

を
指
摘
し
て
い
る
。

心
た
ら
し
む
所
の
も
の
で
あ
る
。
尤
も
最
近
宝
塚
少
女
歌
劇
に
あ
っ
て
も
、

命
と
な
し
、
そ
の
時
代
性
を
把
握
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
民
衆
生
活
の
核

容
の
旧
套
と
愚
か
し
さ
は
そ
こ
に
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
め
い
た
も
の
は
些
か

函）

も
感
じ
な
い
の
で
あ
る
。

内
田
の
批
評
に
お
い
て
、
交
戦
中
に
対
戦
国
の
中
国
を
舞
台
に
し
た
こ
と
、
そ

し
て
何
よ
り
そ
の
誤
解
に
満
ち
た
東
洋
趣
味
が
批
判
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
こ

と
に
注
目
し
た
い
。
当
時
の
日
本
は
西
洋
の
勢
力
を
排
除
し
て
日
本
中
心
の
ア

ジ
ア
を
作
り
直
す
と
い
う
帝
国
主
義
的
モ
ッ
ト
ー
「
大
東
亜
協
栄
圏
」
を
提
唱

し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
視
点
が
介
在
す
る

『
微
笑
み
の

国
』
が
批
判
の
対
象
に
成
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
当
然
な
が
ら
、

『
黎
明
』
を
そ
の
ま
ま
上
演
す
る
こ
と
も

は
ば
か
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
証
拠
と
し
て
、
以
下
に
引
用
文
を
記
す
。

レ
ヴ
ュ
ウ
、
オ
ペ
レ
ッ
タ
に
於
て
は
時
の
潮
流
に
マ
ッ
チ
す
る
こ
と
を
生

こ
れ
が
現
は
れ
と
し
て
、
か
の
支
那
を
テ
ー
マ
に
採
り
入
れ
た
所
の
ぶ
傘

九
三
七
年
九
月
に
東
京
宝
塚
劇
場
で

る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
為
に
『
黎
明
』
が
『
ア
ラ
ビ
ヤ
の
王
子
』
に
改
変
さ
れ

情
を
反
映
し
た
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

一
方
で
、
大
衆
娯
楽
か
ら
中
国
趣
味
が
消
え
去
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
大
衆

る
レ
ヴ
ュ
ー
『
満
洲
よ
り
北
支
へ
』
が
上
演
さ
れ
て
お
り
、
中
国
を
舞
台
と
す

る
作
品
は
上
演
さ
れ
続
け
た
。
葛
西
周
は
、
戦
時
下
に
お
い
て
は
む
し
ろ
中
国

面）

を
舞
台
に
す
る
作
品
が
増
加
し
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
作

品
は
国
策
協
力
の
性
格
が
強
い
も
の
で
あ
り
、
ジ
ェ
ニ
フ
ァ
ー
・
ロ
バ
ー
ト
ソ

ン
は
一
九
四

0
年
代
に
上
演
さ
れ
た
『
北
京
』
『
東
へ
帰
る
』
と
い
っ
た
作
品

に
お
い
て
宝
塚
が
舞
台
で
描
い
た
中
国
や
南
方
が
、
大
東
亜
共
栄
圏
の
建
設
や
、

日
本
と
の
同
一
化
を
進
め
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、

前
掲
の
葛
西
論
で
は
、
こ
の
時
期
の
宝
塚
の
中
国
表
象
が
西
洋
由
来
の
東
洋
趣

味
の
排
除
の
た
め
に
実
際
の
現
地
の
音
楽
を
取
り
入
れ
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と

よ
う
に
、
国
策
協
力
に
進
み
始
め
た
大
衆
娯
楽
産
業
、
そ
し
て
宝
塚
に
と
っ
て

西
洋
で
作
ら
れ
た
東
洋
趣
味
を
そ
の
ま
ま
上
演
す
る
こ
と
は
都
合
の
悪
い
こ
と

で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
『
黎
明
』

の
改
作
は
一
九
三
七
年

前
後
の
日
本
の
大
衆
娯
楽
産
業
、
そ
し
て
宝
塚
の
変
化
を
如
実
に
反
映
し
た
も

る
。
宝
塚
に
お
い
て
も
、

一
九
三
八
年
の
星
組
正
月
公
演
で
は
岸
田
辰
禰
に
よ

一
九
四

0
年
に
は
李
香
蘭
に
よ
る
『
蘇
州
夜
曲
』
が
発
表
さ
れ
、
流
行
し
て
い

歌
謡
に
お
い
て
は
一
九
三
八
年
に
渡
辺
は
ま
子
の
『
支
那
の
夜
』
が
、
そ
し
て

た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
『
黎
明
』
か
ら
「
ア
ラ
ビ
ヤ
の
王
子
』

へ
の
改
作
は
世
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制
へ
と
変
化
す
る
過
渡
期
の
宝
塚
の
姿
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

変
化
が
現
れ
た
。
『
黎
明
』
か
ら
『
ア
ラ
ビ
ヤ
の
王
子
』

へ
の
改
作
は
戦
時
体

の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

一
九
三

0
年
代
前
半
の
宝
塚
少
女
歌
劇
に
お
け
る
ア
ジ
ア
表
象
は
、
作
品
そ

の
も
の
を
多
く
西
洋
か
ら
輸
入
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
西
洋
由
来
の
東
洋
趣

味
を
色
濃
く
反
映
し
て
い
た
。
当
時
の
宝
塚
の
劇
作
家
や
観
客
は
ア
ジ
ア
、
と

り
わ
け
「
伝
統
」
世
界
と
し
て
の
ア
ジ
ア
で
は
な
く
同
時
代
の
ア
ジ
ア
は
レ
ヴ

ュ
ー
に
相
応
し
い
だ
け
の
モ
ダ
ニ
テ
ィ
を
有
し
て
い
な
い
と
考
え
て
お
り
、
自

国
日
本
で
さ
え
も
そ
の
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
物
語
る
の
が
堀
正

旗
に
よ
る
二
つ
の
オ
ペ
レ
ッ
タ
作
品
一
九
三
四
年
の
『
モ
オ
ン
・
ブ
ル
ウ
メ
ン
』

と
一
九
三
七
年
の
『
黎
明
』

で
あ
る
。

政
府
が
本
格
的
に
開
戦
状
態
に
入
る
と
状
況
に
変
化
が
見
ら
れ
る
。
慮
溝
橋
事

件
が
発
生
し
た
一
九
三
七
年
七
月
に
宝
塚
で
上
演
さ
れ
て
い
た
『
黎
明
』
は
同

年
九
月
の
東
京
公
演
で
は
舞
台
を
中
東
に
置
き
換
え
る
な
ど
、
『
ア
ラ
ビ
ヤ
の

そ
の
ま
ま
用
い
る
こ
と
が
戦
時
下
の
日
本
で
は
好
ま
し
く
な
か
っ
た
た
め
で
あ

る
。
そ
の
後
、
宝
塚
に
お
け
る
中
国
表
象
は
西
洋
か
ら
の
直
輸
入
で
は
な
く
、

岸
田
が
実
際
に
満
州
を
訪
問
し
て
『
満
洲
よ
り
北
支
へ
』
を
創
作
す
る
な
ど
、

王
子
』

へ
と
改
作
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
西
洋
由
米
の
東
洋
趣
味
を

一
方
で
、

一
九
三
七
年
に
慮
溝
橋
事
件
が
勃
発
し
、
日
本
と
中
国
の
国
民
党

結
論

主――
―
-
R
 
(
l
)

以
下
、
特
例
を
除
き
西
暦
で
記
す
。

(
2
)

『
歌
削
』
一
六
九
号
、
宝
塚
少
女
歌
削
団
、
一
九
三
四
年
四
月
、
一
―
1
0
頁

(
3
)
 
T
r
a
u
b
n
e
r
,
 R
i
c
h
a
r
d
 
O
p
e
r
e
t
t
a
 A
 t
h
e
a
t
r
i
c
a
l
 
history, 
O
x
f
o
r
d
,
 
O
x
f
o
r
d
 

U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 P
r
e
s
s
,
 1
9
 00 3, 
p
.
2
6
0
 

(
4
)

『
宝
塚
少
女
歌
劇
脚
本
集
』
一
九
九
号
、
宝
塚
少
女
歌
劇
団
、
一
九
三
七
年
七
月
、

―
―
二
頁
I

一
四
四
頁

(
5
)
『
歌
劇
』
二

0
八
号
、
宝
塚
少
女
歌
劇
団
、
一
九
三
七
年
七
月
、
八
四
頁

(
6
)

前
掲
書
、
一
四
一
二
頁

(
7
)
同
前
‘
―
二
九
頁
I

-

――
1
0
頁

(
8
)

「
グ
ラ
ン
ド
レ
ヴ
ュ
ウ
黎
明
」
「
歌
削
』
二

0
八
号
、
宝
塚
少
女
歌
刺
団
、
一
九

三
七
年
七
月
、
九
二
頁

(
9
)

同
前
、
九
一
二
頁

(10) 
op. cit .. 
p
2
6
1
 

(11)

『
歌
劇
』
二

0
九
号
、
宝
塚
少
女
歌
劇
団
、
一
九
三
七
年
八
月
、
扉
絵

(12)

「
春
秋
評
論
」
『
宝
塚
少
女
歌
劇
脚
本
集
」
二

0
0
号
、
宝
塚
少
女
歌
劇
団
、
一

九
三
七
年
八
月
、
一
二
六
頁
I

四
一
頁
従
来
な
ら
公
演
評
は
『
歌
劇
』
の
読
者
投

稿
欄
「
高
声
低
声
」
に
多
く
見
ら
れ
る
も
の
の
、
一
九
三
七
年
八
月
号
の
同
欄
は

轟
夕
起
子
の
退
団
と
そ
れ
に
端
を
発
す
る
宝
塚
の
映
画
参
入
問
題
に
関
す
る
議
論

が
ほ
と
ん
ど
で
、
公
演
評
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。

(13)

同
前
、
四
0
頁

(14)

同
前
、
三
六
頁

(15)

『
ユ
リ
イ
カ
』
三
三
（
五
）
、
青
土
社
、
―

1
0
0
一
年
五
月
、
一
八
二
頁
I

一九

四
頁

(16) 
op. cit., 
p
.
3
3
6
 

(17)

『
宝
塚
少
女
歌
劇
脚
本
集
』
一
七
四
号
、
宝
塚
少
女
歌
劇
団
、
一
九
三
五
年
六
月
、

＿―-三頁
I

六
六
頁

(18)

同
前
、
三
六
頁

(19) 
h
t
t
p
s
:
/
 /
w
w
w
.
y
o
u
t
u
b
e
.
c
o
m
 ¥
 wa
t
c
h●
く
11
H
I
C
I
Q
O
z
v
l
r
s
 
(二

0
1
七
年
八

月
二
九
日
最
終
閲
覧
）
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一
八
三

(20)

「
六
月
の
レ
ヴ
ュ
ウ
座
談
会
モ
オ
ン
プ
ル
ー
メ
ン
を
語
る
」
『
歌
劇
』

号
、
宝
塚
少
女
歌
劇
団
、
一
九
三
五
年
六
月
、
九
一
頁

(21)

『
歌
劇
』
一
八
三
号
、
宝
塚
少
女
歌
劇
団
、
一
九
三
互
年
六
月
、
五
一
二
頁

(22)

こ
の
時
期
、
宝
塚
に
は
各
国
の
外
交
使
節
や
米
国
の
興
行
主
な
ど
が
訪
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
が
、
少
な
く
と
も
劇
団
の
公
式
記
録
を
見
る
限
り
、
「
モ

オ
ン
・
プ
ル
ウ
メ
ン
』
の
宝
塚
及
び
東
京
公
演
中
に
外
交
使
節
や
外
国
人
団
体
が

訪
れ
た
様
子
は
見
ら
れ
な
い
。

(23)

「
月
組
生
徒
モ
オ
ン
プ
ル
ウ
メ
ン
寸
話
会
」
『
東
宝
』
二

0
号
、
東
京
宝
塚
劇
場
、

一
九
三
五
年
八
月
、
八
四
頁

(24)

『
歌
劇
』
一
八
四
号
、
宝
塚
少
女
歌
劇
団
、
一
九
三
五
年
七
月
、
一
―
二
頁
I

一
三
三
頁

(25)

同
前
、
一
―
五
頁
ー
一
―
六
頁

(26)

同
前
、
一
三
三
頁

(27)

『
歌
劇
』
一
八
六
号
、
宝
塚
少
女
歌
劇
団
、
一
九
三
五
年
九
月
、
一
―
二
頁
I

一
三
三
頁

(28)

『
東
宝
』
ニ
―
号
、
宝
塚
少
女
歌
劇
団
、
一
九
三
五
年
九
月
、
一
三
四
頁
I
-

五
一
頁

(29)

同
前
、
一
三
六
頁

(30)

同
前
、
一
三
七
頁

(31)

同
前
、
一
三
九
頁

(32)

同
前
、
一
四
一
頁
I

―
四
二
頁

(33)

同
前
、
ニ
ニ
八
頁

(34)

『
歌
劇
』
一
七
四
号
、
宝
塚
少
女
歌
劇
団
、
一
九
三
四
年
九
月
、
五

0
頁
I

五

三
頁

(35)

小
林
一
三
の
提
唱
で
一
九
二
五
年
に
創
設
さ
れ
た
男
女
混
合
の
劇
団
で
あ
る
。

(36)

時
代
を
さ
か
の
ぽ
る
も
の
の
、
大
正
年
間
の
文
学
界
で
江
戸
趣
味
が
持
て
囃
さ

れ
る
な
ど
、
日
本
に
於
い
て
日
本
が
異
国
趣
味
の
対
象
に
成
る
こ
と
は
珍
し
い
こ

と
で
は
な
か
っ
た
。
（
西
原
大
輔
『
谷
崎
潤
一
郎
と
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
ー
大
正

日
本
の
中
国
幻
想
』
、
中
央
公
論
社
、
二

0
0
1
―一年）

(37)

『
キ
ネ
マ
旬
報
』
六
六
三
号
、
キ
ネ
マ
旬
報
社
、
一
九
三
八
年
―
一
月
、
五
九
頁

（
ま
つ
も
と
・
と
し
き

演
劇
学

一
九
三
七
年
一

(38)

同
前
、
五
九
頁

(39)

『
宝
塚
少
女
歌
劇
脚
本
集
』
二

0
二
号
、
宝
塚
少
女
歌
劇
団
、

0
月
、
五
五
頁

(40)

葛
西
周
「
日
中
戦
争
期
の
新
作
レ
ヴ
ュ
ウ
に
お
け
る
「
中
国
」
表
象
と
そ
の
背

景
ー
宝
塚
歌
劇
を
中
心
に
」
『
演
劇
研
究
』
四

0
号
、
早
稲
田
大
学
坪
内
博
士
記

念
演
劇
博
物
館
、
二

0
一
七
年
三
月
一
六
日
、
八
七
頁
ー
一
〇
一
頁

(41)

ジ
ェ
ニ
フ
ァ
ー
・
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
、
堀
千
恵
子
訳
「
踊
る
帝
国
主
義
ー
宝
塚
を

め
ぐ
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
と
大
衆
文
化
』
、
現
代
書
館
、
二

0
0
0
年、

―
ニ
ニ
頁
ー
一
八
三
頁

博
士
課
程
学
生
）
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